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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
６

５
回
    

行
仙
宿
巡
回

行
仙
宿
巡
回

行
仙
宿
巡
回

行
仙
宿
巡
回
(( (( 雨

水
槽

雨
水
槽

雨
水
槽

雨
水
槽
のの のの
貯
留

貯
留

貯
留

貯
留
・・ ・・
薪
作

薪
作

薪
作

薪
作
りり りり
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
)) )) とと とと

    

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山
・・ ・・
捲捲 捲捲
きき きき
道道 道道
(( (( 旧

逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
)) )) のの のの

点
検

点
検

点
検

点
検
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視
    

    

◇
実

施
日

２
０

１
８

年
０

３
月

０
４

日
(
日

)
 

曇
り

一
時

小
雨

後
晴

 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
(
前

泊
)
。

豊
嶋

 
寛

、
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
 

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
児

嶋
道

夫
、

畑
林

清
子

、
湯

川
一

郎
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

山
川

治
雄

、
竹

中
卓

治
、

乾
 

克
己

、
 

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

５
名

。
 

 

爆
弾

低
気

圧
(
2
/
2
8
)
通

過
時

に
春

一
番

が
吹

く
と

共
に

気
温

が
高

く
な

り
、
 

今
日

は
張

り
出

し
高

気
圧

の
後

ろ
側

に
な

り
、
天

候
が

下
降

気
味

で
あ

る
が

 

降
水

確
率

は
低

い
と

の
事

で
あ

る
。

し
か

し
、

朝
か

ら
薄

暗
い

曇
天

が
心

配
 

に
な

る
。

 

浦
向

三
叉

路
で

沖
﨑

車
(
生

熊
夫

妻
・

畑
林

同
乗

)
、

湯
川

車
(
豊

嶋
・

児
 

嶋
・

川
島

)
、

上
村

車
(
山

川
)
、

梶
野

車
、

竹
中

車
が

８
時

半
に

合
流

。
 

国
道

４
２

５
号

線
の

約
５

㎞
先

地
点

(
距

離
標

3
6
4
番

)
で

落
石

工
事

対
策

 

の
為

、
土
・
日
・
祭

日
を

除
く

平
日

は
、
通

行
時

間
制

限
が

４
月

２
０

日
迄
 

実
施

す
る

お
知

ら
せ

看
板

が
あ

る
。

 

森
林

組
合

倉
庫

前
で

竹
中

車
を

停
め

梶
野

車
に

同
乗

。
登

山
口

に
到

着
す

 

る
と

、
青

木
車

、
乾

車
が

既
に

駐
車

。
青

木
さ

ん
は

前
泊

し
た

よ
う

だ
。
乾
 

車
の

フ
ロ

ン
ト

ガ
ラ

ス
面

に
８

時
２

０
分

に
行

仙
宿

に
登

る
メ

モ
が

在
る

。
 

梶
野

・
沖

﨑
さ

ん
か

ら
の

薪
等

の
荷

を
モ

ノ
レ

ー
ル

に
積

載
す

る
。

 

雪
解

け
水

と
雨

後
が

重
な

っ
て

、
登

山
口

の
水

場
は

、
豊

富
に

流
れ

て
い
 

た
が

、
水

場
前

に
大

き
な

落
石

が
落

下
し

て
い

た
。
多

少
支

障
が

あ
り

落
石

を
谷

に
落

す
と

、
谷

に
落

し
際

に
石

が
飛

び
交

い
、
谷

前
の

路
傍

に
駐

車
し

て
い

る
車

に
当

た
る

可
能

性
が

あ
り

、
路

側
に

駐
車

し
て

い
な

い
時

に
取

除

く
こ

と
に

し
た

。
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル
終

点
に

て
背
負

子
等

で
貰

っ
た

薪
を
各
自
担
ぎ

上
げ

た
。

 

 
 

 
 

 

 
浦

向
三

叉
路

で
合

流
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

荷
積

載
 

 
 

水
場

前
の

落
石

 

 

午
前

１
０

時
過
ぎ

に
行

仙
宿

到
着

。
荷
物

を
降

ろ
し

て
、

し
ば

ら
く
休

ん

で
い

る
と

、
ポ
ツ
リ

と
小

雨
が
振

り
出

す
。

 

ど
う

す
る

か
思
案

し
て

い
る

と
、

前
泊

の
青

木
さ

ん
が

、
笠
捨

山
山
頂
直

下
迄

点
検
巡
視

に
行

っ
て
戻

っ
て
来

ら
れ

た
。
こ

の
間

に
倒

木
を

１
本
処
理

し
た

が
、

山
頂

迄
倒

木
が

な
い

か
も

し
れ

な
い

と
の
報
告

が
あ

る
。

 

笠
捨

山
登
頂
希
望

者
は

、
５

名
「

豊
嶋

・
児

嶋
・

竹
中

・
上

村
洋
・

生
熊

千
」

あ
り
弁

当
を
持

参
し

、
帰

路
は

出
来

れ
ば
捲

き
道
経
由

で
の

点
検
巡
視

を
お
願

い
す

る
。

小
屋

に
居
残

り
小
屋
内

・
倉

庫
内
整
理

、
小
屋
周
辺

の
清

掃
等

の
作
業

を
す

る
班

(
沖

﨑
・
生

熊
敏
・
 
青

木
)
以
外

の
７

名
(
川

島
・
乾

・

山
川
・
湯

川
・
畑

林
、
上
村

和
・
梶

野
)
は

、
笠
捨

山
捲

き
道

点
検
巡
視
班

で

弁
当

を
持

た
ず

小
屋

に
戻

っ
て

か
ら
昼
食

に
す

る
事

に
し

た
。

 

 

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒
きき きき
道道 道道
(( (( 旧

逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
)) )) 点

検
巡
視
班

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班
    

捲
き

道
班

は
総
勢
７

名
だ

。
前

回
、

山
川

さ
ん

の
偵
察

で
は

、
分
岐

か
ら

見
え

る
地

点
の
捲

き
道

に
、
倒

木
が

在
っ

た
と

の
事

か
ら
チ
ェ

ン
ソ

ー
を

１

台
持

っ
て

、
１

０
時

１
５

分
に
笠
捨

山
捲

き
道

に
向

か
っ

た
。

 

２
月

に
は

一
面
真

っ
白

の
雪
化
粧

だ
っ

た
が

、
雪

は
全

く
残

っ
て

お
ら
ず

、

気
温
も

１
５
℃

を
越
え

て
、
暖

か
い

と
い

う
よ

り
暑

い
く

ら
い

だ
。

 

分
岐

を
過
ぎ

て
程

な
く
杉
倒

木
が
処
理

さ
れ

て
い

た
。
鉄
塔
巡
視

路
保
守
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班
の
人

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
 

 
 

 

行
仙

宿
到

着
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桟
木

横
の

穴
を

塞
ぐ

 

 

２
３

番
鉄
塔
へ

の
分
岐
尾
根

を
過
ぎ

、
枯

れ
支

谷
を
渡

る
地

点
で

、
谷

側

の
桟

木
横

に
土

が
落
ち

て
穴

の
開

い
て

い
る
箇
所

を
発
見

。
岩

で
塞
ご

う
と

し
た

が
下

に
落
ち

て
し
ま

い
塞

ぐ
こ

と
が

で
き

な
い

。
直
径

５
㎝
ほ
ど

の
枝

を
集

め
て
桟

木
の
横

に
並
べ

て
何

と
か
穴

を
塞

い
だ

。
 

前
方

か
ら
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
エ

ン
ジ

ン
音

が
聞
こ
え

て
き

た
。

先
行

し
た

川

島
、
山

川
さ

ん
が
倒

木
切

除
し

て
い

る
よ

う
な

の
で

、
急

い
で

先
へ

向
か

う
。
 

２
分
ほ
ど

で
追

い
つ

く
と

、
斜

面
上
方

か
ら

１
５
ｍ

の
杉

の
木

が
倒

れ
て

捲
き

道
を
塞

い
で

い
る

。
こ

の
倒

木
に
倒

さ
れ

た
と
思
わ

れ
る
直
径

１
５
㎝

の
腐
雑

木
も

下
敷

き
に

な
っ

て
い

た
。
杉

の
倒

木
は

か
な

り
長

か
っ

た
の

で
、

４
か
所

で
切
断

し
て

谷
側

に
排

除
し

た
。
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
歯

が
挟
ま

る
と

い

う
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も

あ
っ

た
が

、
多
人
数

だ
っ

た
の

で
事

な
き

を
得

た
。

 

 

 
 

 
 

根
元

径
約

４
０

㎝
・

長
さ

１
５

ｍ
の

杉
倒

木
の

切
除

処
理

 

 

２
４

番
鉄
塔

を
過
ぎ

た
ベ

ン
チ

で
休
憩

、
こ

の
頃

か
ら

天
候

が
良

く
な

り

青
空

が
広

が
っ

て
く

る
。
午

前
１

１
時

半
に
引

き
返

す
こ

と
に

し
て

先
へ
進

む
。
少

し
歩

く
と
桟

木
横

の
穴

を
発
見

、
３

０
㎝
近

く
あ

り
岩

で
は
埋

め
ら

れ
な

い
の

で
、
直
径

１
０
㎝
ほ
ど

の
木

を
切

っ
て
渡

す
こ

と
に

し
た

。
山

川

さ
ん

が
切

り
倒

し
て

下
さ

っ
た

が
、

木
が
倒

れ
た

と
同

時
に

、
上

か
ら

小
石

が
落
ち

て
き

て
頭
部

を
直
撃

、
木

に
巻

き
付

い
て

い
た
ツ

ル
の

先
が

、
上

の

小
石

を
ひ

っ
か

け
た

よ
う

だ
っ

た
。

小
石

が
小

さ
か

っ
た
こ

と
と

、
帽

子
を

被
っ

て
い

た
こ

と
と

が
幸

い
し

て
、

少
し
内

出
血

し
た
程
度

の
打
撲

で
済

ん

だ
が

、
今

後
、

上
方

か
ら

の
落

下
物

が
考
え

ら
れ

る
作
業

で
は

、
ヘ

ル
メ
ッ

ト
の

着
用

を
義
務
付

け
る
必
要

が
あ

り
そ

う
だ

。
 

１
１

時
３

５
分

に
穴
塞
ぎ
作
業

を
終
了

し
て

行
仙

宿
小
屋

に
引

き
返

す
。

葛
川
辻

の
奥
駈

道
迄
残

り
約

３
０
％

が
未

点
検

と
な

っ
た

。
 

昨
春

、
撒

き
道

の
桟

木
を

支
え

る
浮

い
た

木
杭
や

く
い
丸

を
大
ハ

ン
マ

ー

で
打
ち
固

め
た
作
業

の
効
果

が
あ

り
、
薪

道
の
崩

れ
た
箇
所

は
少

な
か

っ
た

。
 

１
２

時
１

０
分

に
行

仙
小
屋

に
戻

る
と

、
上

村
洋
さ

ん
が
笠
捨

山
直

下
斜

面
下

か
ら
昼
食

に
戻

ら
れ

て
い

た
。
又

、
小
屋
居
残

り
班

は
作
業

を
さ

れ
て

お
ら

れ
、
作
業

を
中
断

し
て
全
員

で
昼
食

を
摂

っ
た

。
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桟
木

横
の

穴
を

塞
ぐ

（
２

か
所

目
）

 
 

 
 

 
撒

き
道

点
検

巡
視

班
 

 

昼
食

後
の

１
３

時
頃

よ
り

、
周
辺

よ
り
集

積
さ

れ
た
雑

木
を
チ
ェ

ン
ソ

ー

で
切

除
し

、
薪
作

り
と

薪
小
屋
へ

の
運
搬
作
業

を
手

分
け

し
て

行
う

。
 

 
 

 
 

 

 
 

薪
作

り
作

業
 

 
 

 
オ

オ
ヤ

マ
レ

ン
ゲ

と
荘

川
桜

(
下

)
の

獣
除

け
金

網
補

修
 

  
手

の
空

い
た
方

は
、
ケ
ヤ
キ

、
オ
オ
ヤ
マ

レ
ン
ゲ

、
荘

川
桜

の
獣

除
け
金

網
の
補
修

を
行

い
、
略
終
了

し
た
頃

に
笠
捨

山
登
頂
班

が
戻

り
コ

ー
ヒ

ー
タ

イ
ム

と
な

り
、

１
５

時
過
ぎ

に
全
員

下
山

す
る

。
 

 
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

8
:
3
0
浦

向
三

叉
路

8
:
3
5
→

8
:
5
5
登

山
口
9
:
1
0
→
1
0
:
0
5
行

仙
宿
1
0
:
1
5
→
引

き
返

し
地

点
1
1
:
3
5
→
1
2
:
1
0
行

仙
宿

(
昼
食

)
1
3
:
0
0
→

薪
作

り
・
植
栽

木
の

獣
除

け
金
網
補
修
作
業

等
1
4
:
3
0
→

行
仙

宿
1
5
:
0
0
→
1
5
:
3
0
登

山
口

1
5
:
4
5
(
解
散

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
梶

野
)
 

 

 
 

 笠
捨
山
点
検
巡
視
班

笠
捨
山
点
検
巡
視
班

笠
捨
山
点
検
巡
視
班

笠
捨
山
点
検
巡
視
班
 

笠
捨

山
山
頂
付
近

に
は

、
雲

が
か

か
り

、
時
折
ポ
ツ
ポ
ツ

と
小

雨
が

降

る
天

候
の

中
を

出
発

し
た

が
、
次

第
に
雲

が
薄

れ
晴

れ
て
暖

か
く

な
る

。
 

１
１

時
頃

に
倒

木
が

４
本

あ
り

、
手
鋸

で
処
理

す
る

。
こ

の
間

に
「

行

仙
宿

迄
３

０
分
」
の

標
識

１
枚

を
設
置

。
１

１
時

１
５

分
倒

木
１
本
切

除
。

 

１
１

時
３

０
分

、
風

を
避

け
ら

れ
る
所

で
全
員
昼
食

。
上

村
洋
さ

ん
は

、

弁
当

は
奥

さ
ん

が
持

っ
て

い
る

事
か

ら
行

仙
宿
へ
引

き
返

す
と

の
事

、
こ

の
間

登
山

道
傍

の
歩

き
づ

ら
い

木
々

は
、
剪
定
鋏

で
刈

っ
て

下
さ

っ
た

。
 

昼
食

後
(
１

２
時

)
、
笠
捨

山
直

下
の
急
斜

面
の
判

り
づ

ら
い
尾
根
へ

の

上
り

道
に

は
、
豊

嶋
さ

ん
と
目
印

の
桃
テ

ー
プ

を
多
数

取
付

け
、
奥
駈

道

が
辿

り
易

く
な

っ
た

と
思

う
。
又

、
違

っ
た

踏
み

跡
道
へ

の
赤
テ

ー
プ

を

３
箇
所

取
外

し
た

。
尚

、
こ

の
斜

面
の
所
々

に
残

雪
が
残

っ
て

い
た

。
 

茶
臼

山
方

面
へ

は
、
通

行
止

の
ト

ラ
ロ

ー
プ
も
設
置

。
１

２
時

５
０

分
、

笠
捨

山
山
頂

に
到

着
し

、
約

１
０

分
休
憩

。
 

捲
き

道
(
旧

逓
信

道
)
経
由

を
言
わ

れ
て

い
た

が
、

出
発

時
の

天
候

か
ら

捲
き

道
班

は
、
昼
食

は
行

仙
宿

と
聞

い
て

い
た

の
で

、
廻

れ
ば

時
間

が
か

か
り

待
た

せ
る

事
に

な
る

と
思
わ

れ
、

登
路

を
引

き
返

す
事

に
す

る
。

 

下
山

時
は

、
昨

年
の

大
阪

の
行
方

不
明

者
が

滑
落

し
そ

う
な

地
点

を
、

捜
索

時
よ

り
木
々

が
落

葉
し

て
見

通
し

が
効

き
、
全
員

で
上

か
ら

覗
き

探

索
し

な
が

ら
休
憩

な
し

で
、

１
４

時
３

０
分

に
行

仙
宿

小
屋

に
着

く
。

 

本
日

は
、

標
識

３
枚

取
付

け
、
倒

木
は

４
ヵ
所

６
本
切

除
し

た
。
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笠
捨

山
点

検
巡

視
班

戻
る

 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

行
仙

宿
1
0
;
1
5
→
1
1
:
0
0
倒

木
→
1
1
:
3
0
昼
食
1
2
:
0
0
→
1
2
:
5
0
笠
捨

山
1
3
:
0
0

→
1
4
:
3
0
行

仙
宿

。
 

 
 

 

 
 

 
 

登
山

口
に

下
山

 
 

 
 

 
 

本
日

の
作

業
参

加
者

( 登
山

口
下

山
後

) 
 

 

(
記
；
児

嶋
。
写
真

;
川

島
)

 


